
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  8,474  109.9  965  －  984  －  443  －

22年３月期第１四半期  4,037  △62.2  △829  －  △746  －  △841  －

  
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  13  69  －  －

22年３月期第１四半期  △25  98  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  30,657  18,604  60.0  567  81

 22年３月期  28,998  18,306  62.4  558  61

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 18,395百万円 22年３月期 18,098百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期       －       0 00 －       4  00 4 00

23年３月期  －        
23年３月期（予想）  4 00 －       4  00 8 00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  15,500  57.8  1,300  －  1,300  －  700  －  21  61

通期  31,000  27.1  2,600  285.9  2,600  213.7  1,400  171.9  43  21



４．その他（詳細は、［添付資料］3ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規 －社 （   －）   除外 －社 （   －） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）2ページ「連結

業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 32,461,468 株 22年３月期 32,461,468 株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 63,779 株 22年３月期 62,722 株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 32,398,120 株 22年３月期１Ｑ 32,401,690 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

     当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、海外需要の増加に支えられ、緩やかながらも改善傾向が続き

ましたが、一方で円高進行や欧州の信用不安に加えて、中国景気の減速懸念などにより先行き不透明感も強まって

まいりました。 

       当社及び連結子会社（以下「当社グループ」という。）が属するステンレス鋼線業界におきましては、自動車業

界や家電業界の生産回復に伴う需要の増加により、業界出荷数量は、リーマンショック以前の水準に回復しつつあ

ります。 

       このような状況下、当社グループでは、『第１１次中期計画』の達成に向け、収益の一段の向上に鋭意取り組ん

でまいりました。 

       主力のステンレス鋼線部門では、自動車やデジタル機器向けに需要が順調に増加したことをはじめ、全般的に回

復が顕著となり、また、金属繊維部門では半導体業界の急回復に伴う超精密ガスフィルター（ナスクリーン）の急

激な増加に加えて、ナスロンフィルターなども需要家の設備投資計画の具体化や海外需要の増加により回復基調と

なりました。これらの結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は84億74百万円と前年同期比109.9％の増収となり

ました。損益につきましては、売上増加に伴う粗利の増加や工場操業度の一層の改善、ニッケル価格に起因する増

益効果などにより営業利益９億65百万円（前年同期は営業損失８億29百万円）、経常利益９億84百万円（前年同期

は経常損失７億46百万円）、四半期純利益４億43百万円（前年同期は四半期純損失８億41百万円）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

     ① 資産、負債、純資産の状況 

当第１四半期末の総資産は、306億57百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億58百万円増加いたしました。

流動資産は182億42百万円となり、14億70百万円増加いたしました。主な要因は、売上増加に伴う受取手形及び売

掛金の増加（６億39百万円）並びに収益改善による現金及び預金の増加（７億77百万円）などです。固定資産は

124億14百万円となり、設備投資などにより１億87百万円増加いたしました。 

当第１四半期末の負債合計は、120億52百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億60百万円増加いたしまし

た。流動負債は76億77百万円となり、13億41百万円増加いたしました。主な要因は、仕入れの増加に伴う支払手

形及び買掛金の増加（４億49百万円）並びに設備投資による未払金の増加（３億81百万円）などです。固定負債

は43億75百万円となり、19百万円増加いたしました。 

当第１四半期末の純資産合計は186億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億98百万円増加いたしまし

た。 

     ② キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期末における現金及び現金同等物は59億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億77百万円増

加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

     （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動におけるキャッシュ・フローは、前年同期に比べて３億56百万円増加し10億29百万円の収入となりま

した。これは、売上債権増加（17億４百万円）による減少要因はあったものの、税金等調整前当期純利益の増加

（16億31百万円）及び仕入債務の増加（11億21百万円）などの増加要因によるものです。 

     （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期に比べて47百万円支出が増加しました。主な要因は、有形固

定資産の取得による支出の増加（28百万円）によるものです。 

     （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額が増加（53百万円）したものの、前年同期にあった短

期借入金の返済がなかったことにより、前年同期に比べて１億42百万円支出が減少しました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

    業績は概ね当初の予想（平成22年４月28日公表）どおりに推移しており、業績予想に変更はございません。  

       尚、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① たな卸資産の評価方法  

   実地棚卸を省略し前連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出しています。  

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

   減価償却の方法として定率法を採用しているため、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定し

ています。 

③ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   原則法で行っていますが、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定しています。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

    当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18 号 平成20 年３ 

月31 日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21 号 平成20 年３ 

月31 日）を適用しています。 

    これにより営業利益、経常利益はそれぞれ０百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は、109百万円減少し

ています。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,877 5,100

受取手形及び売掛金 6,982 6,342

商品及び製品 1,413 1,428

仕掛品 2,159 2,252

原材料及び貯蔵品 1,528 1,285

その他 280 361

流動資産合計 18,242 16,771

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,076 3,116

機械装置及び運搬具（純額） 4,262 4,057

土地 1,818 1,808

リース資産（純額） 37 41

建設仮勘定 259 97

その他（純額） 208 208

有形固定資産合計 9,662 9,328

無形固定資産 481 505

投資その他の資産 2,270 2,393

固定資産合計 12,414 12,226

資産合計 30,657 28,998

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,957 4,508

短期借入金 777 768

未払法人税等 320 131

賞与引当金 210 420

その他 1,412 507

流動負債合計 7,677 6,336

固定負債   

長期借入金 1,143 1,143

退職給付引当金 2,963 2,982

役員退職慰労引当金 83 115

資産除去債務 72 －

その他 112 115

固定負債合計 4,375 4,355

負債合計 12,052 10,692
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 5,446 5,446

利益剰余金 8,109 7,795

自己株式 △25 △24

株主資本合計 18,530 18,217

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 84 147

繰延ヘッジ損益 0 △0

土地再評価差額金 127 127

為替換算調整勘定 △346 △394

評価・換算差額等合計 △134 △118

少数株主持分 208 207

純資産合計 18,604 18,306

負債純資産合計 30,657 28,998
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

売上高 4,037 8,474

売上原価 4,283 6,820

売上総利益又は売上総損失（△） △246 1,654

販売費及び一般管理費 582 689

営業利益又は営業損失（△） △829 965

営業外収益   

受取利息 1 0

受取配当金 10 19

技術指導料 1 －

助成金収入 83 －

為替差益 － 2

その他 3 13

営業外収益合計 100 35

営業外費用   

支払利息 9 5

売上割引 2 5

為替差損 4 －

支払補償費 － 5

その他 1 0

営業外費用合計 17 16

経常利益又は経常損失（△） △746 984

特別利益   

固定資産売却益 2 －

特別利益合計 2 －

特別損失   

固定資産除却損 22 9

ゴルフ会員権評価損 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 109

特別損失合計 22 118

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△765 865

法人税、住民税及び事業税 5 330

法人税等調整額 78 95

法人税等合計 83 425

少数株主損益調整前四半期純利益 － 440

少数株主損失（△） △7 △3

四半期純利益又は四半期純損失（△） △841 443
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△765 865

減価償却費 286 300

ゴルフ会員権評価損 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 109

退職給付引当金の増減額（△は減少） 65 △18

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △69 △31

賞与引当金の増減額（△は減少） △195 △210

受取利息及び受取配当金 △11 △20

支払利息 9 5

為替差損益（△は益） 0 △0

有形固定資産売却損益（△は益） △2 －

有形固定資産除却損 22 9

売上債権の増減額（△は増加） 1,068 △636

前受金の増減額（△は減少） △6 8

たな卸資産の増減額（△は増加） 558 △123

その他の流動資産の増減額（△は増加） 29 3

仕入債務の増減額（△は減少） △699 421

未払消費税等の増減額（△は減少） 28 45

その他の流動負債の増減額（△は減少） 364 408

小計 682 1,137

利息及び配当金の受取額 11 20

利息の支払額 △11 △8

法人税等の支払額 △10 △120

営業活動によるキャッシュ・フロー 672 1,029

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の売却による収入 20 －

有形固定資産の取得による支出 △152 △180

有形固定資産の売却による収入 10 －

無形固定資産の取得による支出 △7 △3

その他 2 9

投資活動によるキャッシュ・フロー △126 △174

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △196 －

リース債務の返済による支出 △0 △1

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △0

配当金の支払額 △49 △103

財務活動によるキャッシュ・フロー △247 △104

現金及び現金同等物に係る換算差額 21 27

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 320 777

現金及び現金同等物の期首残高 3,724 5,141

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 40 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,085 5,918
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該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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